
き
は
、『
ア
ジ
ア
動
向
年
報
』
の
韓
国
の
章

の
本
文
を
一
生
懸
命
読
ん
で
、
主
要
日
誌
を

も
と
に
古
い
新
聞
か
ら
重
要
な
記
事
を
探
し

出
す
と
い
う
作
業
を
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
せ
っ
か
く
二
四
の
国
・
地
域
が

一
冊
の
本
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

少
し
違
っ
た
読
み
方
も
提
案
し
た
い
。
本
書

の
目
次
を
開
き
、
各
国
・
地
域
の
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
を
み
る
と
、
二
〇
一
三
年
に
モ
ン
ゴ

ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン

カ
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
今
後
の
政
治
の
方
向
性

を
決
定
づ
け
る
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
章
を
見
れ
ば
、
国
・

地
域
ご
と
の
選
挙
の
状
況
が
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

さ
ら
に
、二
〇
一
四
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
議
会
や
国
家
元
首

の
選
挙
が
実
施
さ
れ
、注
目
を
集
め
て
い
る
。

ま
た
、
あ
ま
り
注
目
を
集
め
て
い
る
と
は
い

え
な
い
が
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
最

高
人
民
会
議
の
選
挙
も
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
国
々
の
選
挙
結
果
の
意
味
を
考
察
す
る

に
は
、
本
書
の
当
該
国
の
章
を
読
む
こ
と
で

二
〇
一
三
年
の
政
治
状
況
を
理
解
し
て
お
く

こ
と
が
必
須
の
条
件
で
あ
る
。

ま
た
、
目
次
の
次
の
ペ
ー
ジ
に
は
「
二
〇

一
三
年
の
ア
ジ
ア
諸
国
・
地
域
の
主
要
経
済

指
標
」
が
あ
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
貿
易
収
支
な
ど

の
各
国
・
地
域
の
マ
ク
ロ
の
経
済
状
況
を
横

断
的
に
比
較
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
を
見
て
、
た
と
え
ば
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の

高
い
国
・
地
域
を
選
び
、
各
国
編
で
そ
の
国
・

ス
リ
ラ
ン
カ
、
パ
キ

ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
、
ロ
シ
ア
極

東
と
い
っ
た
二
四
の

国
・
地
域
を
カ
バ
ー

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政

治
、
経
済
、
対
外
関

係
に
わ
た
っ
て
分
析

し
た
報
告
と
も
に
、

主
要
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、「
ア
メ
リ
カ
と

ア
ジ
ア
―
―
『
内
向
き
』
に
な
る
第
二
期
オ

バ
マ
政
権
と
揺
れ
る
『
ア
ジ
ア
回
帰
』」「
南

シ
ナ
海
―
―
南
シ
ナ
海
を
め
ぐ
る
領
有
権
問

題
」「
朝
鮮
半
島
―
―
金
大
中
・
金
正
日
会

談
以
降
の
南
北
関
係
」
の
三
本
の
報
告
を
載

せ
て
い
る
。

各
国
編
の
分
析
は
原
則
と
し
て
二
〇
一
三

年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て

行
わ
れ
て
い
る
。こ
の
各
国
編
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
に
関
心
を
持
つ
人
が

そ
の
当
該
の
章
、
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
国
な

ど
の
章
を
読
む
と
い
う
使
い
方
が
も
っ
と
も

多
く
な
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ

の
章
に
は
本
文
の
ほ
か
、
重
要
日
誌
、
参
考

資
料
、
主
要
統
計
が
あ
る
。
編
集
責
任
者
で

あ
る
私
自
身
、
韓
国
の
民
主
化
に
関
す
る
修

士
論
文
を
一
九
九
〇
年
代
初
め
に
書
い
た
と

ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
は
一
九
六
三
年
に

動
向
分
析
事
業
を
開

始
し
、
そ
の
成
果
と

し
て
一
九
七
〇
年
以

来
、
世
に
役
に
立
つ

ア
ジ
ア
政
治
経
済
白

書
と
し
て
『
ア
ジ
ア

動
向
年
報
』
を
毎
年

刊
行
し
て
い
る
。『
ア
ジ
ア
動
向
年
報
』
の

特
色
は
、
当
該
国
・
地
域
を
専
門
に
す
る
研

究
者
が
現
地
の
新
聞
や
雑
誌
な
ど
を
基
礎
に

し
て
、
ま
た
、
で
き
る
限
り
現
地
で
の
調
査

を
行
っ
た
う
え
で
政
治
、
経
済
、
対
外
関
係

を
分
析
し
た
報
告
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。
そ
し
て
、
ア
ジ
ア
地
域
に
関
す

る
研
究
者
や
企
業
や
官
公
庁
な
ど
の
国
際
業

務
担
当
者
の
必
携
の
書
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
る
。

『
ア
ジ
ア
動
向
年
報
』
二
〇
一
四
年
版
は
、

各
国
編
で
大
韓
民
国
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、
香
港
特
別
行

政
区
、
台
湾
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
ベ
ト
ナ
ム
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、ラ
オ
ス
、タ
イ
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、テ
ィ
モ
ー
ル
・
レ
ス
テ
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、

地
域
の
政
治
、経
済
の
状
況
を
読
む
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
の
相
違
点
、
共
通
点
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち

ろ
ん
、
各
国
編
の
そ
れ
ぞ
れ
の
章
の
な
か
に

も
詳
し
い
統
計
が
あ
る
。
こ
の
各
国
編
の
主

要
統
計
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
の
特
徴
を

表
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
編
集
責
任
者
と
し
て
、
恥
ず
か
し

い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
紹
介
の
場
を
借

り
て
、
本
書
の
記
述
に
つ
い
て
一
部
訂
正
を

申
し
上
げ
た
い
。
本
書
三
二
五
ペ
ー
ジ
左
段

一
二
〜
一
四
行
目
に
「
一
二
日
▲
憲
法
裁
、

国
会
審
議
中
の
憲
法
全
面
改
正
案
は
国
民
投

票
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
国
会
審
議
の
停
止

及
び
条
項
毎
の
改
正
手
続
き
を
命
じ
る
。」

と
あ
る
が
、
こ
の
部
分
を
削
除
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
印
刷
が
終
了
し
た
後
で
正
誤
表
を

入
れ
る
よ
う
手
配
し
た
が
、
間
に
あ
わ
な

か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
謹

ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

（
な
か
が
わ　

ま
さ
ひ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

動
向
分
析
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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